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１．打切補償の初判断 

最高裁第 2 小法廷が労災の療養中であっても補償金を支払えば解雇できるという初判断を示しました。労働基準法（以下、

労基法）では、労働者が業務上負傷し、又は疾病にかかり療養のために休業する期間とその後 30 日間は解雇できず(解雇

制限、19 条)、労働者が業務上負傷し、又は疾病にかかった場合に、使用者は必要な療養をする、または必要な療養の費

用を負担しなければなりませんが(療養補償、75 条）、療養補償を受ける労働者が療養開始後 3 年間を経過しても治らない

場合は、平均賃金の 1200 日分を支払うことによって、その後は労基法の規定による補償はおこなわなくてよい(打切補償、

81 条)、と定められています。打切補償を支払った場合には、解雇制限中の労働者を解雇できるというものです。 

この事案は、業務上の疾病により休業し労災保険法（以下、労災法）の療養補償給付、休業補償給付を受けている人が、

使用者から打切補償として平均賃金の 1200 日分相当額の支払を受けた上でされた解雇について、使用者の療養補償を受

ける労働者に該当しないので解雇は無効であると主張したものです。原審の東京高裁は、打切補償に労災法の療養補償

給付と休業補償給付を受けている労働者についてはなにも触れていないことから、療養補償を受ける労働者に該当すると

解するのが困難だとし、解雇は無効と判断しました。 

これに対して最高裁は、労災法の保険給付が労基法に定める使用者の災害補償の内容に対応し、保険給付がおこなわ 

れる場合には使用者は災害補償の義務を免れると労基法に規定されていることから、保険給付は

労基法での災害補償に代わるもので、使用者自らの負担により災害補償がおこなわれる場合と労

災保険の保険給付がおこなわれる場合とで取り扱いを異にすべきではなく、打切補償をして解雇制

限の除外の適用を求めることができると判断しました。今後はこの判断が判例になるのでしょう。 

２．厚生労働省 「パワーハラスメント対策導入マニュアル」を公開 

厚生労働省は、企業内でパワーハラスメント対策に取り組む際の参考となる「パワーハラスメント対策導入マニュアル」を

初めて作成しました。マニュアルは同省のホームページでダウンロードできるほか、都道府県労働局や労働基準監督署、労

使団体など、全国で 5 万部が配布されるとのことです。また、同省では７月からこのマニュアルを活用した「パワーハラスメン

ト対策支援セミナー」を全国約 70 カ所で無料開催します。 

2012年度に実施された「職場のパワーハラスメントに関する実態調査」によると、80%以上の企業が「職場のパワハラ対策

は経営上の重要な課題」と考えているものの、「予防・解決の取組み」を行っている企業は全体の 45.4%、特に従業員数 100

人未満の企業では 18.2%に留まっていることから、従業員規模が小さい企業ほど、対策が進んでいないことがわかります。 

マニュアルは、職場のパワハラを予防・解決するために、（１）トップのメッセージ、（２）ルールを決める、（３）実態を把握す

る、（４）教育する、（５）周知する、（６）相談や解決の場を提供する、（７）再発を防止する、の７項目が掲げられています。こ

れら（１）～（７）の実施を 20社の企業が行い、そのフィードバックを参考にポイントや規定例等を盛り込み、解説しています。 

職場のパワーハラスメントは、近年、労働局や監督署等への相談が増え続けています。また、ひどい嫌がらせ等を理由と

する精神障害等での労災保険の支給決定件数が増加しているなど、社会的な問題とし 

て表面化しています。これらの問題を放置した場合には貴重人材を失うばかりでなく、 

企業側が裁判で責任を問われることもあります。こうした悪い影響や損失を回避する 

ためにも、本マニュアルを活用してパワーハラスメントの予防・解決に向けた取組みを 

行うべきでしょう。 

● 編集後記 ●                         
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最近、たまたまBBQの予定が重なったのですが、いずれも手ぶらで気軽に行けるものでし
た。最近の BBQ って、すごく合理的なものがあるんですね。ショッピングモールの屋上で、
フリードリンク。焼き物も事前に予約すれば、切ったものを準備されています（持ち込みも
OK!）。BBQ はどうしても事前の準備や片付けが大変なイメージで、BBQ 大臣が必要なん
ですが、これだと気軽に行けて楽しめますね。リーズナブルだし、皆様も機会があれば、い
かがですか。おすすめはお台場。景色がよかったですよ。（秋山） 
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